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【１０月】 

西東京市多文化共生センターより、ベトナム人の

ジェップ先生をお招きして、日本とベトナムの生活

の違いや、ベトナムで困ること、日本に来て困ってい

ることについてお話していただきました。ジェップ

先生や、友達との話 

し合いを通して、地 

域の中にも、外国の 

方々のために解決で 

きそうなことがたく 

さんあふれているこ 

とに気が付きました。 

 

「世界の手助けプロジェクト」 
・身の回りの外国籍の方々から話を聞いたり、社会科の学習と関連させたりして、世界の人々

の困りごとを調べ、整理する。 

・国語科の学習の時間で話し合いをしながら、課題意識をもって自分たちにできるアクション

を計画し、実践することができる。 

・世界に住む外国の人々や、地域に住む外国の方々の現状と自分たちとの関わりについて気付

き、世の中や地域に愛着をもつとともに、自分たちにできることを考え取り組んでいく。 

【１０月】 

三菱アジア子ども絵日記フェスタや日本ユネスコ連

盟より講師の先生をお招きして、西アジア～東南アジ

ア諸国の子どもたちが描いた絵日記の紹介をしてもら

いました。日本に住む私たちとは異なった考え方や生 

活について触れ、価値 

観の多様性に触れなが 

らも、自分たちで問題 

を解決したいという課 

題意識が芽生えまし 

た。 

 

【１１月】 

 
 
 
 
 
 
 
 

国語科の時間を使って、チーム同士で交流しなが
ら、お互いのプロジェクトをプレゼンしました。異な
るプロジェクトの相手に対して、相手意識をもってア
ドバイスをしたり、相手からのリクエスト問題に答え
たりして、ものの見方を広げ、新たな課題を発見でき
ました。 

【１２月】 
話し合いを経て、学級内のチームごとに活動プロジ

ェクトを計画しました。土曜授業でのフリーマーケッ
トチーム、大学と連携してのユネス 
コ活動貢献チーム、街頭でのユニセ 
フ募金チーム、近隣店舗での不用品 
回収活動チーム、全校への情報発信 
チームに分かれて、３学期に実践し 
ます。 

６年生は、日本の暮らしと世界の暮らしが違うことは、これまでの経験や学習から何となく知ってはいたものの、

具体的に理解はしていませんでした。しかし、直接外国の方々の声を耳にすることで、強い課題意識をもつことが

できました。過去の上級生に倣って行っていた募金、年末の大掃除に出てくる不用品、主体的に取り組まなければ

気付かなかった地域の活動に児童自ら参加しながら、直接的にも間接的にも、自分たちと世界の関わりを実感する

ことができ、貴重な学びの機会となりました。 
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